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幹事選挙の結果の詳細は古山願一氏より各会員K既K報告された如くであり.新幹事は

東地区 久米川正好 {城西歯大・赤1解剖)

= 宅 端 (三菱化成・生命研)

西地区 角永 武夫(阪大・徴研)

堀 川正克{金沢大・柴)

と決定しましたー本年度は上記4氏と黒木登志夫{幹事長).乾直道.五島寄与太.加納永ーの

針8氏Kよって本会は運営されることKなりました。

:Jtc第36回研究会について

~.. 36回研究創ま.三宅情雄氏のお世話で開催されることになっておりますが.そのプランが

次のよう K決まりました，

会期:昭和48年 10月 29日{月). 30日例

会場:京都文化芸術会館

京都市河原町広小路

シンポジウム

r in vi voと invitroの接点J

世話人大星章一氏

北幹事会からのお知らせ

5月 22目的. 東京Kおいて新旧幹事の連絡会が関かえた。出席者は次の 15名であった。

幹事:奥村.小山(秀機).古山.土井田{与u:任期48年 3月末まで).黒木.乾，

五島.加納(以上 49年 5月末まで). 久米川.三宅.角永.棚JI¥(以上50年

5月末まで)

会計係:山田(正鱒)

会員通信係:梅田.佐藤(湿重)

この幹事会Kおいて.依のような重要な決定があった。これらの事項は 6月の札悦の研究会

で総会Kはかり審穏される予定である。会員錯氏は.それまでK意見をまとめておいて頂きたL、。

1. 幹事停年制の廃止

御承知のよう tc.組織培接学会は. 40才以上の会員は幹事被選挙権を失うという.非常K
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ユエークな迎営を行。てきた。 ζ の制度は幹事が常K若い層で占められるため. より積極的.

民主的な週'憶が期待できる。また.幹事の回転が早<.人事が悶定化しないなどのいくつか

の刺点を屯っていた。しかし.学会創立以来20年近くになるe...会員年令が次対"l'C上昇し.

それに伴って被混挙柿をもっ会員が少なくなってきた。例えば.今回の幹事選挙を行。た時

点では. 次の表のように被選耕桓をもつものは.東西合わせて 66名(32 %) l'Cすぎな

い。このうち. 49名K幹事選挙の票が入った。

会員数 40才以下会員数 被選挙栂者採

東部地区 120 50 43 

西部地区 85 30 23 

合 計 205 80 (39%) 66 (32%) 

総 40才以下の会員から舛国留学中の人.前乾事を除いた数

このため.幹事選挙K際して候補者-雛となり.雄K投票してよ L、か迷うという意見が会員の

問から強くなった。

一方.学会事務のうち.会計. Bi bl i ography編集.会員名僻簡集.会員通信編集は.幹事

会のほかに特別な係をおき.その進行をお願いしてきたが.最近.それらのうち. Biblio-

graphy編集と.名簿編集合，..幹事会Kもどされた。この陪かの幹事会事務もふえつつあり.

幹事停年制は.一番仕事のできる層である若手l'C.会の事務を押しつけるというへい害をも

つよう忙なったロ

このため.幹事停年ftllの問題は.ほとんど毎回の幹事会で結問忙なっていたが.結論を得

るまでに4まいたらなかった。今回の幹事舎では.この問題について約2時胤慎重に肘険し

た結果. 出席幹事 11名全員の賛成を得て. 40才停年需1)の廃止.を.打ち出した。 その主な

理由は.上述のようなものであるが.その他.停年制をもつことが不自然である.明瞭な理

由づけを行いにくいなどの意見も多かった。

なお.幹事停年制は.会則にはなく.いわゆる内規であるが.その重要性忙かんがみ.あ

えて.会則変更の手続き(総会出席者過半数の賛成)と同じ手続きをとりたい。

また. これK伴って.幹事は任期l終了後2年にわたって.被選挙椀を失うというように会

則{介10条〉を改めたい。これは.幹事忙なる人が国定化するのを. -できるだけさけるた

めである由

2. 幹都選挙の際の同点者の扱いKついて

幹事選挙で同点者が出た場合の取り扱いKつい4(，いままで内規がなか。た。今回の幹事

選挙で.東地区K同点者が出たのを椴会忙次のように内規を定めた。

A)幹事停年制存続の場合は.同点者のうち年長者をとる n

防幹事停年筒IJ廃止の場合は.同点者のうち若年者をとる。
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、叶明暗唱宮「

3. 日本学会事務センターの利用Kついて

竿会事務の櫓加に伴い.その大部分を日本学会事務センター(東京都文京区iJF・生学会セ Y

ターピル内 )tc依頼する計画である。すなわち.会員業務のうち.会員通信.研究会抄録.

nl bl iog raphy発送など.会針業務のうち.会関請求.徴収.支出，決算などの事務を.学会

セYタ-tc依頼したL、。日本学会事務セ Yターでは.会員カードを::1:/ビュータ -tcより管

理しており.会費徴収.発送のための宛名称きも.すべてコンビz ーターで行われる。この

ための質問は.

1) コンピューター用原御.作り人あたり 13 0 rL).現会員数は 250名(質助金員も

含む)なので. 32.500円。これは初年度のみ。

2) 会員通信.学会抄録 Bibl i ographvなどの発迭を年 6回行うとして.1人あたり

290円(ただし郵送料は含まず)

290円X250=72.500円

すなわち.現在の支出忙年 72.500円.初年度のみ 32.500円追加するだけで.学会セン

タ-tc.而例な事務の一昔5を移管できるわけであるo これは.非常K好条件であるので.総

会で会員諸氏の意向をおたずねした上で.揺を具体化する積りである。

Bi bl i ograph，名簿編集.会員通信編集なども.センタ -tt依頼することができるが.そ

のための費用などKついては.正式K見積りを得てから話をすすめたい。なお会員通信は.

医学容院K依頼する方法がある。

4. 学会事務局設慣などKついて

学会事務センタ -tc.事務を移管すると.センターとの迎絡のためtt.事務局をどこかK

おくことが望ましい。また.いままで.事務局を殻位してないため.非常K多くの不使があ

った。事務セ Yターとの提けいKより.事務内容も大分軽減すると思われるので.これを機

会K事務局の設債を考えたい。 3-5年の任期で. 1ft:任を妨げずあるいは.m任しないとい

「、 う条件で.候補者の選考K入る積りである。

また.事務セ Yターと.年6回の刊行物発行という契約を結ぶと.この会員通信発行も定

j羽化する必要がある.現在. 2. 5. 8. 11月の各月 K発行することを考慮中である。

¥ 

5. 研究会運営Kついて

学会の会員数が増加し.施撒培養を用いた研究が増えつ込あるのでh近い将来.研究会の

発表希頭演題が地加する可能性がある。しかし.どんなtt.演題が熔加しても.一題あたり

討論時聞を含めて最低 20分間jは確保すべきである. という原則が幹事会で磁認されたo も

し.淑題が増加したときKは. レフェ 1)ー制をおくなどの方法で.演題を選抜すること.シ

ンポジウムを縮少廃止するなどの方法が考慮されるであろう。

6 新入会員

別項K記戟した新入会員5名.賛助金目 1名の入会が承認された。

(以上黒木登志夫〉
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昭和47年度会計報告

|司227.9~2 円

995.662 入

726.045※ 

前年度よりの繰越金

4 7年度総

4 7年度総

次年度への繰

北

収

支 出

497.549 

1.223.594 1.223，594 

内金200.000円のみ支払予定

越金

宮f

ピプ 'Jオグラフィー印刷代2長

直

司

蝿

掴

掴

収 入 支 出

正 会 員 会 費 213，148 各 種 干fJ 行 費

賛助会員会費 ~8 0.0 00 ピブ')オグラフィー 228.000 

文部省刊行補助金 400.000 会員通信 (KO:16，17) 44.950 

銀 行 矛U ，息 2.514 会 員 名 簿 88.500 

幹事 会 旅 費 1 55.520 

研究会補助金(33挙き包画a費】 1 35.000 

幹事選 包560

事 務 費

印刷その他 36.2 B 0 

切 手 代 21.870 

振 替 6.~65 

t~ 995.622 富十 726.045 

46年度からの繰越 227，932 47年度への繰越 497，549 

総 計 1，223，594 総 計 1，223.594 
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昭和48年3月新入会員

研 究 機 関 同住所・電話 氏 名 専門分野

三菱化成生命科学研究 194 東京都町田市

所脳科糖化学研究室 南大谷11 天野武彦 神 経 化 学

( U 4 2 7 ) 2 6 -1 21 1 

武田薬品工業株式会社 569 大阪府高槻市

生物研究所高槻支所 氷室町 6-3-6 菊池康基 動物細胞遺伝学

( 0 7 2 6 ) 9 5 -5 68 1 

大阪大学徴生物病研究 565 大阪府吹田市

所 大字山田上 五十嵐 章 7Jレポウイルス

( 0 6 8) 78-5 1 21 

(賛助会員) 連絡者

東京エム・アイ商会 1 04 東京都中央区

新川 2-7-1 氷見静寛

(03 )551-7873 

成

変更

透氏(会員名簿14頁記載)の

愛知県豊明市沓錦町字国楽ケ窪

所属

小 111
ufc 

新所属 470-11 

名古屋保健衛生大学・医学部・細菌学教室

記

本号Kは.長文の幹事会からのお知らせが掲載されているo それは幹事停年制の撤廃をはじ

め，学会運営の伝統的方式を大きく改革しようとするものである。会員諸氏が改革案Kついて

十分検討され，学会の運営の将来に疎漏のないようにしなければならなL、。札暁で開かれる学

ぜひ多数の出席者を得て行われるよう希望したい

後集編北
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